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V46a VERA超広帯域観測システムの開発 I

○小山友明、河野裕介、鈴木駿策、武士俣健、水野翔太、川口則幸、小林秀行（国立天文台）、
ほかVERAプロジェクトチーム

VERAプロジェクトは、2ビームと共にギガビットレコーダー、ギガビット相関システムの構築、運用を大き
な特色としている。しかしながら、これらの装置は運用開始から 10年以上経過しており、修理等のメンテナンス
が困難になりつつある。またプロジェクトの運用と共に、観測天体数の増加、精度向上、サイエンスからのシス
テム更新の要求が生じつつある。
上記要求事項に対して、現在プロジェクトでは観測システムの更新を行う事で、既存装置のリプレースと広帯

域化（高感度化）を計画、実行している。新型観測システムは記録レート 8 Gbps超を目指し、１）感度向上によ
る参照電波源の増加⇒観測天体数の向上、２）より近傍の参照源を用いる事による精度向上、３）超広帯域（帯
域幅 2 GHz）観測系を用いた新たなサイエンス観測の実現（SiOメーザーマルチライン同時観測）他を可能とす
べくアナログ系～記録系までの全系を通したシステム設計を行っている。
新型観測システムは主に、10 GbEをベースとし、プロトコルに VDIF（VLBI Data Interchange Format)を

用いたOCTAVIA（光伝送装置）、OCTADISK（HDDを用いた新型レコーダー）などの新型記録システム、ま
たソフトウエア処理による新型ソフトウエア相関器からなり、合わせて IF系、A/D変換器、位相校正用相関器
等のデジタル系の更新について、小型ローカルを用いたベースバンドコンバータ、ダイレクトサンプリングを可
能とする 8Gsps 超高速サンプラーOCTAD、DBBC(デジタルベースバンドコンバータ）の検討、試験を開始し
ている。本講演では上記事項について現在の進捗と今後の計画について報告する。


